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技術の概要

国の機関　 １　件　（九州　　0件　、九州以外　1件　）　
自治体　　　45 件　（九州　39件　、九州以外　6件　）　
民　 間　　　10 件　（九州　　9件　、九州以外　1件　）　

　ＦＷＧ軽量盛土工法とは、粗粒状（粒径2mm～50mm)の非吸水性ミラクルソルを軽量盛土材として用い

る工法です。当工法は、①軽量性(ρt=4.5kN/m3)、②非吸水性の材料を用いるため、雨水等による土

圧の増加が少ない、③設計・施工時において特殊な技術を必要としない、④スムーズな排水が可能、
⑤粗粒状であるため、複雑な地形でも施工可能、などの特徴を有する材料です。また、竣工後も掘削が
可能であるため、地下埋設管などの維持管理に対応できます。

３．技術の効果

・構造物への土圧軽減により、躯体のスリム化やアンカー工の簡略化が図れます。
・軟弱地盤対策工としての地盤沈下、側方流動やすべりの抑制ができます。
・地すべり地帯での対策工で、すべりの抑制ができます。
・補強土壁工法やジオテキスタイルと併用することで構造体のスリム化が可能です。

４．技術の適用範囲

・山岳地の盛土（すべり抑制、壁体のスリム化）
・橋台背面の裏込め土（構造物取付け部の段差防止、土圧軽減）
・構造物の埋め戻し（鉛直土圧の軽減、不同沈下対策）
・自立壁の背面盛土（壁体のスリム化、簡易化）　　　　　・補強土壁の盛土（補強土の盛土の軽量化）
・軟弱地盤上の盛土（沈下軽減、側方流動抑制）
親杭パネル、補強土壁工等の他工法との組み合わせなども可能で、自在かつ臨機応変に、あらゆる現
場に適応することが可能な工法です。

５．活用実績

技 術 概 要 書　（様式）

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

１．技術開発の背景及び契機

  公共事業費の削減に伴い、建設産業においては社会資本整備のコスト縮減が課題となってきていま
す。また、道路橋示方書の改訂（設計荷重の見直し、耐震設計の強化等)に伴い、構造物の再検討が行
われています。その中で、構造物への土圧軽減や基礎工への荷重軽減による躯体のスリム化、軟弱地
盤における基礎工の簡素化、という対策工が求められています。当社では経済性の向上を図ることを目
的とし、ガラス廃材を再資源化した発泡廃ガラス材（以下ミラクルソルまたはFWG）を用いた軽量盛土の
開発を実施してきました。

２．技術の内容

※別紙２



６．写真・図・表

写真-1 補強土壁との併用事例

表-1 FWG軽量盛土工法の諸定数

写真-1 ミラクルソルの吸水性確認

写真-2 既設橋台背面での施工事例

図-2 補強土壁との併用事例断面図

図-1 既設橋台背面での事例断面図
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